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新庁舎建設基本構想　～新しい庁舎の建設にあたって～ 
　町では、新庁舎建設基本構想を１月に策定しました。
　新しい庁舎の建設について、基本的な考え方をお知らせします。

　新庁舎建設の方向性について、平成２３年５月～８月の期間に実施した来庁者アンケート調査では１,４５９件
の回答をいただき、１２月にはパブリックコメントを実施しました。また、学識経験者、町議会議員、各種
団体の代表者、住民代表などで構成された「阿久比町庁舎建設検討委員会」の意見を踏まえ、町では、新
庁舎の規模や機能、配置計画などをまとめた『阿久比町新庁舎建設基本構想』を平成２４年１月に策定しま
した。

◇新庁舎の規模と機能
　新庁舎の建設計画は、上部で記した整備目標と３つの基本方針を軸に進めていきます。想定している延
床面積は、職員数や組織機構を基に新庁舎は約５,４００m2 、ホール機能は約４００人を収容可能な約１,０００m2 を計画
しています。
　新庁舎の特徴の1つは、多目的ホールを併設した複合型庁舎です。中央公民館南館施設の老朽化に伴い、そ
の機能を新たに併設することで、住民活動を育成支援し、行政への参画の基本理念を推進する拠点を目指
します。
　災害が発生したとき、新庁舎は、住民の生命・財産を守る防災拠点として有効かつ確実に発揮できる災
害対策本部機能を備えるものとします。
　多くの住民の皆さんが訪れる窓口機能、エントランス、トイレなどは、初めて来庁する人にもわかりや
すい動線、サイン計画を導入します。駐車場については、隣接する町営プール用地を含めて、駐車スペー
スを拡充する計画です。

基本方針①　安全・安心して利用しやすい防災拠点となる庁舎
　◆防災・災害復興の拠点となる防災機能の充実
　　　大規模な地震や風水害の発生時にも防災・災害復興拠点施設として庁舎機能を維持

できる高い防災性を確保します。
　◆誰もが安心して利用できるユニバーサルデザインの徹底
　　　子どもから高齢者、障がい者、乳幼児を抱えた女性や妊婦、外国人の方など誰もが

安心して利用できるようユニバーサルデザインを徹底します。
　◆駐車スペースの確保とエントランス機能の充実
　　　来庁者用駐車スペースを十分確保し、止めやすさにも配慮します。
　◆合理的な行政運営のできる拠点機能
　　　今後ますます多様化・高度化する行政運営に対応できる拠点とします。

基本方針②　町民が交流・参加できる多目的ホールを併設した複合型庁舎
　　　町民が来庁時に気軽に立ち寄り、ロビーや多目的ホールでの展示やイベントを通じ

て、町民同士が交流し親しまれる庁舎とします。

基本方針③　環境に配慮した効率的・経済的な庁舎
　◆省エネルギー、環境への配慮
　　　自然採光や自然通風、高断熱性能の外壁材などを導入し、省資源・省エネルギー対

策に配慮します。
　◆事業費の抑制
　　　華美な設計や高価な仕様、材料は使用せず、機能性・効率性・合理性を重視し全体

事業費の縮減を図ります。
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